
国際造園研究センター講演会及び意見交換会のご案内 
 

 北米在住の小林竑一氏はこれまでアメリカ、日本、中国等で活躍されたランドスケープアーキテクト

です。日本庭園研究者でもある氏が訪日された機会に、国際造園研究センター主催の講演会、および意

見交換会を開催します。皆様方のご参加をお待ちしています。 

 

小林竑一氏の略歴  1945 倉吉市に生まれる 1964 年北野高等学校卒業 京都大学入学 

1968 年京都大学助手 1969 年カナダ移住 1971 年カリフォルニア大学院卒バー

クレー 1979 年 ワシントン大学 ベルビュー市、1991 年 

SugioKobayashiUllman、Kobayashi & Associates Inc.  2004 年 国際日本庭園シ

ンポジウム IJGS: シアトル その後も北米、日本、中国等で活動 アカデミアに

７４論文など登録「日本庭園の定義の提案」2018 年 著書「作庭記が教えてくれ

たこと（原題 What SakuTeiKi has been telling me!）」等 ※（Amazon で購入可

能） 

 

記 

 

・開催日時 令和５年５月２２日（月） １５時～１７時１５分（受付 14 時 30 分から） 

・開催場所 谷町センタービル 1Ｆ会議室 大阪市中央区谷町 2 丁目 4-5  

・主催 NPO 法人国際造園研究センター 大阪市中央区大手通 1-4-2 ワイズ谷町ビル 202 

・参加費・資料代 会員 1000 円 非会員 2000 円 

・申込先 国際造園研究センター FAX：06-6948-5282 メール: kslsrs02@gmail.com  

（先着 50 名まで 問合先糸谷 090-8886-5614 メール：itotani@macrovision.co.jp） 

 

・進行予定   

（1） 基調講演 小林竑一氏 45 分「日本庭園の危機か衰退か：日本と海外からの視点」 

---------質疑応答と休憩（15 分）-------------- 

 （2）意見交換（以下の方々からの意見表明を予定） 45 分  

・ 作庭者から見た日本庭園 田中明男氏（国際造園研究センター副理事⾧）現代の名工  

・ 文化財から見た日本庭園 吉村龍二氏（庭園文化塾講師、環境事業計画研究所） 

・ 行政から見た日本庭園 奥田篤氏（奈良県奈良公園事務所整備課⾧） 

（3）会場参加者も含め討議 30 分 

 

--------申込用紙 FAX：06-6948-5282 メール : kslsrs02@gmail.com-------- 

ご芳名：              ご所属： 

ご住所：                          電話（            ） 

メール（                             ） 
※国際造園研究センターホームページからこの案内文をダウンロードできます  

 http://klrs.org/                


